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【第１回 説明内容】

１．はじめに（国総研のご紹介）

２．背景 １）水災害の頻発・激甚化と流域治水
２）国の技術政策（イノベーション、デジタル化）

３．流域治水デジタルテストベッドの目的・整備方針
１）流域治水の対策効果の「見える化」技術の開発
２）「次世代の洪水予測技術」の開発

４．デジタルツイン、テストベッドの参考事例

５．意見交換

６．第２回予告
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１．はじめに（国総研のご紹介）

（出典）VR国総研： http://www.nilim.go.jp/lab/bbg/vrkokusouken/index.html

国総研では研究開発のための様々な実験施設があります。また、インフラDX（デジタルトランスフォー
メーション）も推進しており、実験映像の事例はVR国総研で閲覧できます。
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１．はじめに（国総研のご紹介）

水循環研究室の主な研究課題・成果

洪水予測システム
（水害リスクライン）

VR技術を活用した河川水位予測情報
の３次元表示システムの開発

レーダ雨量（XRAIN）

将来気候における
降雨量変化倍率

水循環研究室では、水循環
の状態の把握・予測を通じて、
流域の防災や水資源管理に
つなげる研究開発を行ってい
ます。
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２．背景 １）水災害の頻発・激甚化と流域治水

近年、我が国では水災害が頻発・激甚化しています。

（出典）国土交通省資料
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土地のリスク情報の充実
[国・県]
水害リスク情報の空白地帯解消、
多段型水害リスク情報を発信

避難体制を強化する
[国・県・市]
長期予測の技術開発、
リアルタイム浸水・決壊把握

経済被害の最小化
[企業、住民]
工場や建築物の浸水対策、
BCPの策定

住まい方の工夫
[企業、住民]
不動産取引時の水害リスク情報
提供、金融商品を通じた浸水対
策の促進

被災自治体の支援体制充実
[国・企業]
官民連携によるTEC-FORCEの
体制強化

氾濫水を早く排除する
[国・県・市等]
排水門等の整備、排水強化

5

集水域

河川区域

氾濫域

水災害の頻発・激甚化を踏まえ、多様な関係者が協働し流域全体で水災害を軽減させる「流域治水」を推進。
→広大な流域で流域治水を進めるには、多様な関係者間で合意形成や防災体制を構築する必要。
→多様な関係者間で合意形成を図るには、水災害リスクや対策効果を分かりやすく「見える化」することが必要。
→多様な関係者により事前の防災体制を構築するには、「予測情報」を有効に活用していくことが必要。

集水域

流水の貯留
[国・県・市・利水者]
治水ダムの建設・再生、
利水ダム等において貯留水を
事前に放流し洪水調節に活用

[国・県・市]
土地利用と一体となった遊水
機能の向上

持続可能な河道の流下能力の
維持・向上
[国・県・市]
河床掘削、引堤、砂防堰堤、
雨水排水施設等の整備

氾濫水を減らす
[国・県]
「粘り強い堤防」を目指した
堤防強化等

雨水貯留機能の拡大
[県・市、企業、住民]
雨水貯留浸透施設の整備、
ため池等の治水利用

浸水範囲を減らす
[国・県・市]
二線堤の整備、
自然堤防の保全

リスクの低いエリアへ誘導／
住まい方の工夫

[県・市、企業、住民]
土地利用規制、誘導、移転促進、
不動産取引時の水害リスク情報提供、
金融による誘導の検討

河川区域

県 ：都道府県
市 ：市町村
[ ]：想定される対策実施主体

氾濫域 氾濫域

②被害対象を減少させるための対策①氾濫をできるだけ防ぐ
・減らすための対策

③被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

国土交通省HP： https://www.mlit.go.jp/river/kasen/suisin/pdf/01_kangaekata.pdf P.8に加筆

２．背景 １）水災害の頻発・激甚化と流域治水
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２．背景 ２）国の技術政策（イノベーション、デジタル化）

社会資本整備審議会 気候変動を踏まえた水災害対策検討小委員会答申（令和２年７月）【抜粋】

○多くの主体が流域治水へ主体的に参画し、防災・減災に資する対策を的確に講じるためには、その主体が
必要とするリスク評価が欠かせない。このような多様なニーズに対応するため、技術開発や様々な技術の活用
を進めてリスクコミュニケーションを行う体制の構築が必要となる。
○水災害に関するデータや社会経済活動に関するデータを統合化・融合化し、これらを流域のあらゆる関係者
と共有することにより、避難や浸水対策などを支援する必要がある。

「洪水及び土砂災害の予報のあり方に関する検討会報告書」（令和 ３年10月）【抜粋】

○予報高度化に向けて、予測技術の高度化や、予測の基盤となる観測の充実、受け手にわかりやすく「伝わ
る」ための情報提供、技術開発に関する国と研究機関、民間気象事業者等の連携を進めることが必要。

○国等は、研究機関や民間気象事業者等における多様な予測技術を活用していくための仕組みとして、研究
機関や民間気象事業者等と互いの研究や技術開発について情報共有を行う、それら技術を適切に評価した
うえで社会に実装していく体制を強化していくことが重要

第５期国土交通省技術基本計画（令和４年４月）【抜粋】

○「フィジカル空間（現実空間）とサイバー空間（仮想空間）を高度に融合させたシステム（デジタルツイン）
を前提とし（中略）蓄積してきた技術や国土に係る各種情報のオープンデータ化を積極的に推進する。
また、（中略）産学官連携によるイノベーションの創出を目指す。

「経済財政運営と改革の基本方針 2022」（令和４年６月）【抜粋】

○大学・民間等の技術開発の促進に向けたインフラデータのオープン化・データ連携の推進
○激甚化・頻発化する水害・土砂災害や高潮・高波への対策として、流域治水の取組を推進（中略）
デジタル技術等を活用した防災・減災対策の高度化（中略）を推進
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３次元河川管内図の事例（荒川12KP付近）
https://www.youtube.com/watch?v=Mvg0P6X632o

○３次元河川管内図の整備
（国管理河川 ～R7）

○リスク情報空白域の解消

○PLATEAU（３D都市モデル）

３D都市モデルと洪水浸水想定区域の重ね合わせ
（荒川３次元河川管内図）

２．背景 ２）国の技術政策（イノベーション、デジタル化）
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令和5年度国土交通省水管理 ・ 国土保全局関係予算概算要求概要（令和4年8月）【抜粋（28頁)】

8

２．背景 ２）国の技術政策（イノベーション、デジタル化）
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9

○気候変動による水災害の頻発・激甚化への備えとして、国として必要な流域治水立案技術及び
洪水予測技術の開発を加速するため、サイバー空間に流域を再現（デジタルツイン）し、サイバー
空間上の実証実験基盤（デジタルテストベッド）として運用する。
○本基盤整備によりｵｰﾌﾟﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝを加速させ、より早期の流域防災技術の開発・実装を目指す。
オープン化された流域・気象関連の各種データで流域デジタルツインの実証実験基盤を整備・運用。
1)流域治水の対策効果の｢見える化｣技術 や、
2)「次世代の洪水予測技術」等の開発を促進。

流域関連データ（３次元地形データ等）
気象データ（降雨、気候変動予測等）
で流域のデジタルツインを作成

1)流域治水の対策効果の「見える化」技術
2)「次世代型の洪水予測技術」

を実現！

＜目 的＞
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流域治水デジタルテストベッドの整備により、
・技術・データが結集されることで官民連携によるイノベーションの促進
・複数技術の実用性を比較評価

することが可能となり、技術開発や実用性評価に要する期間の短縮が期待される。

３．「流域治水デジタルテストベッド」とはなにか 【目的】

＜目的のつづき＞
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３．「流域治水デジタルテストベッド」とはなにか 【目的】

「流域治水デジタルテストベッド」は、
以下の２つの用途で活用することを、大きな目的としています。

＜目的のつづき＞

1)流域治水の対策効果の｢見える化｣技術の開発
2)「次世代の洪水予測技術」の開発

次ページからは、それぞれの用途に対応した
デジタルテストベッドの整備イメージをご紹介します。
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1)流域治水の対策効果の｢見える化｣技術の開発

３．１）流域治水の対策効果の｢見える化｣技術の開発
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水災害リスクを踏まえた防災まちづくり（リスクの見える化）

（出典）国土交通省「水災害リスクを踏まえた防災まちづくりのガイドライン」（令和3年5月）

＜①流域治水での活用＞

３．１）流域治水の対策効果の｢見える化｣技術の開発
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（出典）令和５年度 水管理・国土保全局関係予算概算要求概要（令和４年8月）

３．１）流域治水の対策効果の｢見える化｣技術の開発



国土交通省

国総研

15

様々な流域治水対策メニューの組合せ様々な災害想定（高頻度（小規模）～低頻度（大規模））

3次元河川管内図と3次元地理空間情報を組み合わせ、
貯留機能を有する窪地・氾濫を抑制する地形の活用等、水害リスク・対策効果等の見える化

（仮想空間上で複数ケースの実験結果を整理・見える化する技術を開発し、流域治水立案（メニュー選定）や合意形成に貢献）

デジタルテストベッド上で実験

＜流域治水での活用＞

３．１）流域治水の対策効果の｢見える化｣技術の開発
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先行検討水系（山国川水系）

出典：重ねるハザードマップ

基盤データ
（地形・地物、外力等）

流域治水デジタルテストベッド検討
にあたっての概念図

解析
（様々な主体・技術）

利活用
（リスク、効果の見える化等）

様々な主体・技術による解析や、
リスク、効果の見える化等の利活用を見据え、

必要となる基盤データの構築
（データ連携・処理）のあり方を検討。

主に協調領域

協調・競争領域

協調・競争領域

オープンデータ
データ連携・処理

＜整備・運用イメージ＞:国総研は「協調領域」を整備し、民間・大学・研究機関の皆様も
含めて技術開発テストベッドとして活用いただくことを想定しています。

３．１）流域治水の対策効果の｢見える化｣技術の開発
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2)「次世代の洪水予測技術」の開発

３．２） 「次世代の洪水予測技術」の開発
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水位予測から左右
岸別に洪水危険度
を色分け表示

水害リスクライン(令和元年～)

水位情報の表示

【水位予測の高精度化のための導入技術】
・粒子フィルタ(予測モデルを観測値に同化させる技術）
・カスケード同化（計算量を縮減する技術）
・流出解析（土研分布モデル）＋一次元不定流

水害リスクライン実装以前は、水位観測所の
「点情報」としての実況、予測水位の情報を
提供。

点情報（3時間先までのポイント水位予測）

過
去

線情報（6時間先までの縦断水位予測）

現
在

洪水予測システム（過去）

洪水予測システム（現在）

３．２） 「次世代の洪水予測技術」の開発
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【新技術導入その１】
単一の予測値としては、6時間先→36時間先へ。
一部河川は気象庁アンサンブル降雨予測等を
活用し、将来の不確実性を「水位予測の幅」
として示す形で 81時間先の洪水予測を実現。

線情報(81時間先までの縦断水位予測）

※氾濫による河川流量の変化を考慮
できない （いわゆる「壁立て計算」）

※氾濫による河川流量の
変化を考慮可能

【現在】 【新技術導入後】

【新技術導入その２】
新たな流出解析手法（Ver.1.0：土研式分布モデル⇒
Ver.2.0：RRI（降雨-流出-氾濫解析)モデル）の導入等により、山地等での河川の
氾濫を考慮することを可能とし、河川水位予測の精度を向上。

○R5～7実装予定の洪水予測システム（水害リスクラインVer.2.0）

３．２） 「次世代の洪水予測技術」の開発
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高密度な３次元地形データ等の整備・活用

衛星ｺﾝｽﾃﾚｰｼｮﾝ、ワンコイン浸水センサ等の新たな観測データ

気象予測のアンサンブル化・長時間化・高精度化

出典：気象庁出典：気象庁

小型衛星

浸水センサ 浸透・流出の効果を精緻に解析できる技術

要避難地区を更に明確化するため、リスク表示を
線（左右岸のライン）から 面（地区単位リア）表示へ発展

予測情報の長時間化・高精度化に加え、
災害の切迫感・臨場感を伝えるための表示の３次元化

VRによる3次元表示のイメージ

面的なエリアでの
リスク表示

ラインでの
リスク表示

○次世代の洪水予測システムで想定される技術

３．２） 「次世代の洪水予測技術」の開発
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○次世代洪水予測システムの要求性能
（例えば）
・解析技術の精度向上（解析の高次元化、パラメータ設定・データ同化の工夫等）
・計算の高速化、安定化（予測の長時間化、予測区間の延伸への対応等）
・分かりやすく「伝わる」情報表示（線的（左右岸）→面的（浸水域）、3次元表示等）
・（関連）データ・計算プロセスの品質管理、観測技術の高度化、

洪水実績の再解析（精度検証） 等

※注：以下は今後の検討の結果、変更の可能性があります。

○次世代洪水予測システムの技術開発の推進方策
・上記要求性能に対応した次世代の技術
開発のためのテストベッドのあり方を検討

基盤データ
（地形・地盤、観測値等）

流域治水デジタルテストベッド検討にあたっての概念図

解析
（様々な主体・技術）

利活用
（性能評価・社会実装）

主に
協調領域

協調・競争
領域

協調・競争
領域

オープンデータ

データ連携・処理

３．２） 「次世代の洪水予測技術」の開発
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４．参考 デジタルツイン、テストベッドの参考事例

※出典：バーチャル・シンガポールwebサイト： https://www.nrf.gov.sg/programmes/virtual-Singapore

【活用事例１】
都市計画の意思決定や交通アクセス改善の検討に利用。

【活用事例２】
太陽光発電の設置可能性の分析に利用。

バーチャル・シンガポール

・シンガポールでは、国全域(約720km2）を3D都市モデル化。仮想空間上で都市開発や交通問題の課題解決
に向けた検討に利用。

参考事例（バーチャル・シンガポール）
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【活用事例１】
地上・地下の人流予測データ等を活用し、通常時の混雑回避経
路や災害時の避難経路を提供する技術をデジタルツインで検証。

【活用事例２】
地下工事の設備事故防止のため、設計図面から地下構造物の

3Dマップを構築。レーダ探査との比較で地下構造物位置を検証。

東京都デジタルツイン

・東京都では、2030年(R12）までにデジタルツインの実現に向けたプロジェクトを推進。
・仮想空間を活用した都市問題の課題解決の検討を実施。

参考事例（東京都デジタルツイン実現プロジェクト）

混雑度表示（携帯端末でも確認可） 避難経路表示

3D地下構造物マップ（設計図面で構築）
（青：上水道、茶：下水道、赤：通信、緑：ガス）

レーダ探査と図面ベースの3Dマップを
比較し、地下構造物の位置を検証

４．参考 デジタルツイン、テストベッドの参考事例
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参考事例（NICT（情報通信研究機構） 総合テストベッド）

※出典：NICT 総合テストベッドwebサイト：
https://testbed.nict.go.jp/index.html

・NICT（情報通信研究機構）ではNICT総合テストベッドを運用し、情報通信分野のイノベーションを支援。

【活用事例１】
医用画像表示モニタの品質管理試験（大病院での利用を想定
し、500台のモニタが動作する仮想環境下で実証試験を実施。）

【活用事例２】
ネットワークテストベッドを活用し、国内外で広域的に8K映像を
配信する広域実験を実施。

NICT総合テストベッド

４．参考 デジタルツイン、テストベッドの参考事例
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４．参考 デジタルツイン、テストベッドの参考事例

※出典：内閣府webサイト：
https://www8.cao.go.jp/cstp//stmain/20220906divp.html

Biprogy webサイト：
https://www.biprogy.com/pdf/news/nr_220906.pdf

【特徴１】
想定ｼﾅﾘｵ・走行環境設定から評価までを一連で実施可能。

【特徴２】
自動運転に不利な条件、歩行者想定等を仮想空間で実証。

DIVP®（Driving Intelligence Validation Platform）

・自動運転車の実用化には安全性評価が必要だが、実車による実証実験では公道で起こる事象を全て評価す
ることが困難であるため、仮想空間で安全性評価を行うﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑを開発。（2022.9に実用化）

参考事例（DIVP 仮想空間における自動運転車の安全性評価環境プラットフォーム）

自動運転に不利な条件例（逆光） 歩行者の想定
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４．参考 デジタルツイン、テストベッドの参考事例

・サイバー空間でなく実際の実験場の事例だが、国総研が実施する河川堤防の越水・侵食実験のフィールド
を活用し、河川堤防の変状検知システムの性能試験の公募を行ったところ、民間企業２２者から応募があ
り、第３者による審査の結果、１０者を選定し性能試験を実施。

参考事例（国総研 河川堤防の変状検知システムに関する技術公募）

※出典：国総研 河川研究室webサイト
http://www.nilim.go.jp/lab/fbg/gijyutsukoubo.html

○越水実験

○侵食実験
各技術の概要と検証結果はwebサイトで公開している。
http://www.nilim.go.jp/lab/fbg/gijyutsukoubo/jikkennkekk
a/kenshokekka.pdf
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５．意見交換

１．１）流域治水の対策効果の「見える化」技術の開発について
・ 基盤データ（地形・地物、外力（実績、気候変動予測）等）に関すること
・ 解析（様々な主体・技術）に関すること
・ 利活用（リスク、効果の見える化等）に関すること など

【第１回 意見交換の議題】
これから意見交換を行います。「Q＆A」ボタンを押すと質問・意見を入力できます。
以下の項目をご参考に、自由に質問・意見をあげて頂いて結構です。
入力された質問・意見に事務局から回答させて頂きます。

２．２）次世代型洪水予測技術の開発について
・ 基盤データ（地形・地盤、観測値、降雨予測値等）に関すること
・ 解析（様々な主体・技術）に関すること
・ 利活用（性能評価、社会実装等）に関すること など

０．そもそものところ
・ 「流域治水デジタルテストベッド」の説明は分かりやすかったでしょうか？
さらに聞きたい項目があれば、質問して下さい。
・概念のところ、目的のところなどでも結構です。
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６．第２回予告

【第２回 予告】

・第2回は、
令和 5 年 1 月 11 日（水）16:00-17:00
を予定しています。

・第１回での意見交換やセミナー後のアンケート集計結果を

ご紹介するとともに、

流域治水デジタルテストベッドの利活用を中心に

意見交換を行いたいと考えています。


